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本研修の目的

データ分析の現場で即戦力となる人材の育成

パート2の目的:

DataFrameから必要なデータを条件に応じて正確に参照、抽出し、不要なデータを削除する

操作（スライシング、フィルタリング）を習得します。
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ETLのT:データの変換

抽出 (Extraction):

● 基幹システム
● データベース
● 外部ファイルなど

様々なデータソースから
必要なデータを抜き出す
工程

変換 (Transformation):

● 抽出したデータを
分析しやすい形式
に整える工程です
。

● データクレンジン
グ、結合、新しい
特徴量の作成など

格納 (Loading):

● 変換したデータを、
分析用のデータベー
ス（DWH）やデータ
マートに保存する工
程です。

変換 (Transformation):

● 抽出したデータを
分析しやすい形式
に整える工程です
。

● データクレンジン
グ、結合、新しい
特徴量の作成など



準備: 必要なライブラリとデータの読み込み

パート１のように、ワーキングディレ

クトリを確認し、必要に応じて変更し

ます。

次に、本パートで扱うcustomers.csvを
読み込みます。

ワーキングディレクトリの変更
とデータの読み込み

本パートで使用するライブラリ:

● sqlalchemy
● Pandas
● os

ライブラリの読み込み



➢ 実務では、日本のシステムから出力されたCSV
ファイルは日本語のヘッダー（列名）を持って
いることが一般的です。

➢ しかし、Pythonでのコーディング（特に
`.query()`や属性アクセス）においては英字のカ
ラム名の方が扱いやすいため、読み込み直後に
列名の変換を行います。

コラム名を物理名への変更
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データの参照

主要の参照方法

特定の場所のデータをピンポイントで参照するた

めの2つの主要な方法

- .loc: ラベルベースの参照。行ラベル（インデ
ックス名）と列ラベル（列名）を文字で指定し

ます。

- .iloc: 位置（整数）ベースの参照。行番号と
列番号（0から始まる）を数値で指定します。

参照方法

.iloc

.loc



ラベルベースの参照 (.loc)

datafram_object.loc[...]

インデックスや列の名前を使ってデータを指定します。人間にとっ

て読みやすい形式です。

行や列の「名前」がわかっている場合に使用します。

.loc



使用例

ラベルベースの参照 (.loc)



位置ベースの参照 (.iloc)

datafram_object.iloc[...]

DataFrameの「上から何行目、左から何列目」という位置情報（整
数）で指定します。機械的なループ処理などで役立ちます。

.iloc



使用例

位置ベースの参照 (.iloc)
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条件によるデータの抽出
（フィルタリング）

フィルタリング

データ分析の最も基本的な操作の一

つが、特定の条件を満たす行だけを

抽出するフィルタリングです。Excel
のオートフィルタやSQLのWHERE句
にあたります。

主要方法

.query()でSQLぽいクエリ

論理演算子で複数条件

比較演算子でビットマスク



単一条件でのフィルタリング

dataframe_object[mask]

df['列名'] 条件式で作成される「True/Falseのリスト（ブールマ
スク）」を使ってデータを絞り込みます。

比較演算子ビットマスク



単一条件でのフィルタリング

使用例

mask

まず、条件式がどのような結果

を返すか確認します

年収が1,000万円（データ上は
1000）以上のときTrueになりま
す

df_customers[mask]

上で作成したマスクを使って、年

収が1,000万円以上の顧客を抽出

顧客の名前、年収、電話番号、メ

ールアドレスを表示



複数条件でのフィルタリング

dataframe_object[mask1 & mask2]

複数の条件を組み合わせるには、論理演算子 `&` (AND: かつ) と `|` 
(OR: または) を使います。

論理演算子複数条件



複数条件でのフィルタリング

使用例

mask1

職業が'経営者'

mask2

勤続年数が20年未満



SQLクエリぽい.query()による抽出

dataframe_object.query(クエリ文)

query()メソッドを使うと、条件式を文字列として渡すことができ
、SQLのように直感的に記述できます。列名を引用符で囲む必要がな
いため、条件が複雑になるほどコードが読みやすくなります。

.query()メソッド



SQLクエリぽい.query()による抽出
使用例

クエリ

条件 (職業が会社員またはエンジニアで、かつ住
所が東京都から始まる顧客) を指定

文字列を値として使う場合（"自営業"）は、クエ
リ全体を囲む引用符（'）と異なるもの（"）を使
います



目次

➢ ETLのT: データの変換

➢条件によるデータの抽出

➢データの参照

➢データの削除➢データの削除



データの削除 (drop)

行・列のデータ削除

分析に不要な列や行を削除するには

drop()メソッドを使用します。

主要方法

行の削除

列の削除



列の削除

dataframe_object.drop(columns=['列名A', '列名B'])

columns引数に削除したい列名のリストを渡します。

使用例



行の削除

dataframe_object.drop(index=[行ラベル1,...,行ラベルn])

index引数に削除したい行ラベルのリストを渡します。

使用例



データベース操作

総合ハンズオン: フィルタリング
データフィルタリング

あなたは銀行のデータエンジニアです。各部署からデータ抽出依頼を受けました。以下の依頼に
対応してください。

シナリオ

依頼1（情報管理部より）: 「顧客データ管理の一元化企画に伴い、bankdataのデータベースの
顧客テーブルcustomersにB支店_customers.csvのテーブルを追加してください。
※以降はbankdataのcustomersテーブルのデータを利用して依頼に対応します。

依頼1（マーケティング部より）:「富裕層向けの新商品案内のため、年収が1500万円以上で、かつ
勤続年数が10年以上の顧客リストを作成してください。リストには、customer_id, 
customer_name, occupation, annual_income_10k_yen, email_address, phone_number
のみを含めてください。」

依頼2（コンプライアンス部より）:「与信審査モデルの検証のため、職業が'学生'または'無職'の顧
客リストが必要です。ただし、個人情報保護の観点から、address, phone_number, 
email_addressの列は除外して提出してください。」

タスク
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